	議　　事　　録

	会議名
	丸亀市自治基本条例策定委員会（第1回）

	開催日時
	平成17年12月15日（木）　13時30分～16時

	開催場所
	市役所別館５階　第３会議室

	出席者
	（出席委員）
鹿子島　仁　　松本　京子　　大西　泰弘　　高木　三雄　　村山　一子　　　　　　片原　弘清　　宮川　文一　　山田　妙子　　進　和彦　　　岩瀬　節子
（欠席委員）

なし

（説明のために出席した者）
企画財政部長　中島弘二　　　　　企画課長　山岡義國　　
企画課新市建設室長　横山孝信　　企画課副課長　大喜多章親


	議　　題

	（１）丸亀市自治基本条例策定委員会について

（２）丸亀市自治基本条例（案）の策定について

　　　・これまでの経緯、策定スケジュール等

（３）丸亀市自治基本条例（一次原案）について

（４）次回策定委員会の日程について



	傍聴人
	１名

	議事の　概　　要
	１　開会

２　自治基本条例策定委員会委員委嘱

３　市長あいさつ
市長　　　　　　市民の声を反映させて、自治基本条例を作ろうということでご審議いただければありがたい。限られた時間だが、良い条例ができるようご指導を賜りたい。
４　会長及び副会長の選任

司会　　　　　　（企画課職員の紹介）
　　　　　　　　　
これより会長及び副会長の選任について諮りたい。本会議は丸亀市附属機関設置条例に基づいて設置されている。会長、副会長の選任について、どのようにしたらいいか。
高木委員　　　　事務局に一任いたしたい。

司会　　　　　　事務局としては、会長に香川大学大学院　香川大学・愛媛大学連合法務研究科助教授の鹿子嶋仁様、副会長に四国学院大学教授の松本京子様にお願いしたい。

全委員　　　　　（承認）
司会　　　　　　鹿子島仁様、松本京子様にはご了承いただけるか。

（両委員　了承　）
　　　　　　　　
　会長、副会長より挨拶をいただきたい。

鹿子嶋会長　　　法律に携わっている者として選任いただいたと思うが、皆様のご協力をお願いしたい。

　

松本副会長　　　会長を補佐していきたい。

５　丸亀市自治基本条例（案）の諮問

６　議事

　　　　　　　　　
司会　　　　　　議事に移るが、附属機関設置条例により会長に議長をお願いする。

　
鹿子嶋会長　　　（１）の「丸亀市自治基本条例策定委員会について」事務局より説明願いたい。

事務局（横山）　（丸亀市附属機関設置条例、丸亀市附属機関会議公開規則、丸亀市附属機関会議傍聴規則等の説明）
鹿子嶋会長　　　今の説明で何か質問はないか。
会議は規則により基本的に公開としたい。

　　　　　　　　　
（２）の「丸亀市自治基本条例（案）の策定について」説明願いたい。
事務局（横山）　（丸亀市自治基本条例（案）の策定に係る経緯、策定スケジュールなどについて説明）

鹿子嶋会長　　　今の説明について何か質問はないか。

　　　　　　　　　

ワークショップは７回開催したが、合併前に旧丸亀市で30数回にわたり議論、検討した経緯がある。その時の報告書を基に内容を深めていった。

　　
（３）の「丸亀市自治基本条例（一次原案）について」説明願いたい。
事務局（横山）　（「丸亀市自治基本条例（一次原案）について」、「丸亀市自治基本条例（一次原案）に対する議会意見」等について説明）

　　　　　　　　　

これらの意見を踏まえて、内容等検討いただきたい。

鹿子嶋会長　　　今の説明について何か質問はないか。

　　　　　
　議会の意見とは何か。

事務局（横山）　昨日の議会に対する説明の中で出てきた意見である。
鹿子嶋会長　　　それでは、一次原案をたたき台にして審議していきたい。

　　　　　　　　　進め方としては、各章ごとに区切って進めるということも考えられるが、時間も限られている中での集中審議ということであり、今の時点で意見があれば出してもらい、２回目以降で検討することにしたい。

大西委員　　　　議会の意見については、どのような形ででてきたのか。

事務局（横山）　議会の総務委員会で、一次原案の逐条解説を除いた資料で昨日説明した。そのときに出された意見である。
事務局（山岡）　正式の委員会ではなく、勉強会での説明である。条例議案については事前協議の問題もあり、一次原案と中身は同じだが、条文を項目の形で提出して、協議いただいた。その中で、総務委員だけでよいのかという意見もあり、総務委員長、議長の協議の結果次第では全議員に対して原案を示し協議いただくこともありうる。
大西委員　　　　市民が信託している機関は、「市長」と「議会」だけであることを明確にした方がよいのではないのか。諸団体が市民を代表するのではない。
鹿子嶋会長　　　NPO、各種団体、コミュニティなどあるが、自治法上は、自治体の機関としては、議決機関と執行機関である。

　　　　　　　　　議会意見について、具体的に説明してもらいたい。

事務局（横山）　（議会意見について説明）
鹿子嶋会長　　　第３（条）に基本原則が５つあり、２章で権利・責務を謳っている。どちらが優先されるのかについてだが、基本原則は、何のために書かれているかというと、条例には見直し規定もあるが、基本原則を踏み越えるような条例改正は認められないという役目を果たす意味もあるが・・・。

「市民」と「住民」の定義についてだが、「市民」の定義は第２（条）１号にあるように、住民票がなくても市内で働いている人、通学している人など生活圏という広い意味でのまちづくりに関係するものということであり、一方「住民」は自治法に規定されている。「住民」について書くのが必ずしもよいのかどうか。

自治基本条例では、ほとんど「市民」となっており、「住民」は「住民投票」のところにだけでてくる。投票権を確定する必要のためにも「住民」としている。「市民」投票とすると実質的に難しい。
大西委員　　　　前文の「自己決定」はこのままでよい。主体は個人であるので、言葉をあいまいにしないほうが良い。
鹿子嶋会長　　　ワークショップの中でも「市民がまちづくりの主体」であることを謳ってほしいという意見があったが、前文あたりに入れても良いと思う。
「自己決定」という言葉は、自分たちの地域のことは、自分たちで考えるという意味で使っているが、誰が読んでも分かるようにあえて使わなくても良いということだと思う。
進委員　　　　　前文は丁寧な言葉を使っているが、条文本体は使っていない。

　　　　　　　　また、附則の中で半年後からの施行となっているが、総合計画、議会の条例、個別条例との関連や、既存条例の改正の問題はないのか。
鹿子嶋会長　　　憲法と比べて格調としてはどうなのかということもあるが、他市の条例でも市民が作った条例であることを強調するために分かりやすくしているところが多い。ワークショップでは、前文だけでなく条文本体も読んで分かりやすい条文にしてほしいという意見もあった。
　条例改正の方はどうなっているか。

事務局（横山）　当面、条例の改正は必要ないが、この条例に沿って、参画、協働を推進するための関係条例は策定しなければならない。
鹿子島会長　　　第15（条）３項に別に条例で定めるとあり、それに関して附則で「第15（条）３項の規定は、条例の施行の日から施行」と入れている。議会条例（第７（条）2項）についても附則の中に加えなくてよいのか。

事務局（横山）　明らかに作る条例だけを記載している。

鹿子嶋会長　　　議会の意見が決まっていないが、議会が条例を作らないとなれば、第７（条）２項も修正になる。

大西委員　　　　第15（条）の政策形成の過程には、「参画の機会と時間を要する」ということを強調してほしい。

第28（条）の行政評価も多様な視点から行う必要がある。

山田委員　　　　前文は「です。ます。」調で、本文は「である。」調になっているが、一般的か。
鹿子嶋会長　　　前文がつく条例はまれであって、重要なものにつける。他市の例でも自治基本条例には前文がついていて、かみくだいた、分かりやすい言葉を使っているものが多い。市民の願いに基づいて作ったということで、やさしい言葉で作ろうという流れがある。

庁内の意見はどうしてでたのか。
事務局（横山）　庁内の意見を検討して一次原案としてまとめたが、その後に追加ででてきたものである。

鹿子嶋会長　　　第2（条）2号に「消防本部」を加えるとあるが、「消防長」ではないのか。

事務局（横山）　任命権者で表記するか、組織で表記するかの問題である。

大西委員　　　　原案には解説がついているが、条例ができたとき、どういう形になるのか。分かりやすいのは、解説部分である。
事務局（横山）　解説については、市民に向けてＰＲするホームページや広報紙では条文に解説を付けるし、パンフレットを作成するが、それにも明示する。ただ、「条例」としては、解説はつかない。

鹿子嶋会長　　　他市でも解説をつけてホームページで公表している。条文ではあまり細かいことは書けないので、言葉の意味を補い、理解しやすくするためにも解説は必要である。
解説は公表するので、解説も含めて検討していただきたい。
市民の公益活動が分かりにくいという意見があるが、コミュニティ活動は、地域を単位として地域の課題に着目している。一方、公益活動は活動内容や機能に着目している。
進委員　　　　　消防本部についての考え方はどうか。

鹿子嶋会長　　　委員会などは首長から独立して権限を行使できる。消防長も独自の権限を持っている。
事務局（横山）　表記する場合、任命権者で表記するか、組織で表記するか検討する。

大西委員　　　　第27（条）の説明がほしい。

事務局（横山）　市が資本金など2分の1以上出資している法人に対して、今後、情報公開が進み、経理なども明らかにしなければならない。そこで、指導、助言するということである。
鹿子嶋会長　　　第26（条）の財政の健全性の確保とも関連している。

出資法人の情報公開は丸亀市の条例にないのか。

事務局（横山）　情報公開条例26条にある。

鹿子嶋会長　　　議会と自治推進委員会の意見が対立したときどうなるかという意見があったが、市長は諮問機関である自治推進委員会の意見を尊重し、議会との調整になってくる。
大西委員　　　　第14、15（条）の政策形成の過程の中に「議論の透明性を図る努力」とかを加えられないか。意見を求める方法としてパブリックコメント、アンケート等が書かれているが、その前提として必要である。
鹿子島会長　　　意見を求める手法が書かれているが、例えば検討する時間のないようなパブリックコメントでは困るということである。

大西委員　　　　結果だけでなく経過の透明性も必要である。

進委員　　　　　第28（条）の行政評価に具体性が見えない。行政内部の評価だけでなく外部からの評価もある。
鹿子嶋会長　　　ワークショップでも市内部の評価の他に多様な評価を盛り込んだらよいのではないかという意見も出た。
今の時点での意見をいただいたが、次回は今までに出た意見について検討したい。

（４）の次回策定委員会の日程について事務局から説明願いたい。
事務局（横山）　（日程の説明）

（12月21日（水）10時から開催に決定）

７　閉会
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